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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　モクツウ又はその抽出物からなる発毛抑制剤。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は足や腕等の発毛を抑制する発毛抑制剤に関する。
【０００２】
【従来の技術及び発明が解決しようとする課題】
哺乳類の頭髪や体毛は、生物学的には頭部、胸部、手足等の重要な器官を防護するもので
あるが、近年、特に手足等における体毛は美的外観上はない方が好ましいとする傾向が高
まり、このため各種の体毛除去方法、例えばシェーバー、抜毛器等を用いる機械的除去方
法、脱毛剤を用いて体毛を毛根から抜去する方法、除毛剤を用いてその化学的作用により
体毛を除去する方法等が利用されている。
【０００３】
しかしながら、これらの体毛除去方法は、皮膚に対して物理的又は化学的刺激を伴うもの
であり、また、体毛除去方法によって多少の差はあるものの体毛除去効果の持続性には限
度がある。このため、一定期間経過後には再び体毛除去処理を行わなければならず、体毛
除去処理の軽減化が望まれている。
【０００４】
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本発明の目的は、体毛の発育を効果的に抑制して体毛除去処理回数を減少させることので
きる発毛抑制剤を提供することにある。
【０００５】
【課題を解決するための手段】
本発明者らは、安全性の高い天然物質を種々探索したところ、特定の植物に優れた体毛成
長抑制作用があることを見出した。
【０００６】
すなわち本発明は、サイコ、ソヨウ、ダイオウ及びモクツウから選ばれる生薬又はその抽
出物からなる発毛抑制剤を提供するものである。
【０００７】
【発明の実施の形態】
本発明の発毛抑制剤となる生薬はいずれも植物生薬であり、サイコとはセリ科（Umbellif
erae）のミシマサイコBupleurum falcatum L.又はその変種の根を、ソヨウとはシソ科（L
abiatae）のシソPerilla frutescens Britton var. acuta Kudo又はその他近縁植物の葉
及び枝先を、ダイオウとはタデ科（Polygonaceae）のRheum palmatum L., Rheum tanguti
cum Maximowicz, Rheum officinale Baillon, Rheum coreanum Nakai又はそれらの種間雑
種の根茎を、モクツウとはアケビ科（Lardizabalaceae）のアケビAkebia quinata Decais
ne又はその他同属植物のつる性の茎を通例横切りしたものを、それぞれ示す。斯かる生薬
は、医薬品又は医薬品原料として使用されているが、これらに発毛抑制作用があることは
全く知られていない。
【０００８】
本発明の生薬抽出物は、上記生薬を常温又は加温下にて抽出するか又はソックスレー抽出
器等の抽出器具を用いて抽出することにより得られる各種溶剤抽出液、その希釈液、その
濃縮液又はその乾燥末を意味するものである。また抽出物は、２種以上の生薬から得られ
た混合物であってもよい。
【０００９】
抽出に用いる溶剤としては水；メタノール、エタノール、プロパノール、ブタノール等の
アルコール類；プロピレングリコール、ブチレングリコール等の多価アルコール；アセト
ン、メチルエチルケトン等のケトン類；酢酸メチル、酢酸エチル等のエステル類；テトラ
ヒドロフラン、ジエチルエーテル等の鎖状及び環状エーテル類；ジクロロメタン、クロロ
ホルム、四塩化炭素等のハロゲン化水素類；ヘキサン、シクロヘキサン、石油エーテル等
の炭化水素類；ベンゼン、トルエン等の芳香族炭化水素類；ポリエチレングリコール等の
ポリエーテル類；ピリジン類、超臨界二酸化炭素等が挙げられ、これらを単独又は混合物
として用いることができる。
【００１０】
また、液々分配等の技術により、上記抽出物から不活性な爽雑物を除去して用いることも
でき、本発明においてはこのようなものを用いることが好ましい。これらは、必要により
公知の方法で脱臭、脱色等の処理を施してから用いてもよい。
【００１１】
上記生薬又はその抽出物は、本発明の発毛抑制剤としてそのまま用いることもできるが、
抽出物を希釈調製して又は濃縮若しくは凍結乾燥した後、粉末又はペースト状に調製して
用いることもできる。
【００１２】
かくして得られる生薬又はその抽出物は、後記実施例に示すように優れた発毛抑制効果を
有し、安全性も高いことから、当該生薬又はその抽出物からなる発毛抑制剤は、化粧品、
医薬品又は医薬部外品等として用いることができる。
【００１３】
本発明の発毛抑制剤は、皮膚外用剤の形態、特に除毛、脱毛又は髭剃り関連化粧料とする
ことが好ましく、具体的には、ペースト状、クリーム状、エアゾール状等の除毛剤、ワッ
クス状、ジェル状、シート状等の脱毛剤、除毛又は脱毛の後処理に用いるローション、ク
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リーム等の後処理料、デオドラントローション、デオドラントパウダー、デオドラントス
プレー、デオドラントスティック等の制汗・防臭化粧料、プレシェーブローション等の髭
剃り前処理料、シェービングクリーム等の髭剃り料、アフターシェーブローション等の髭
剃り後処理料等が挙げられる。
【００１４】
本発明の発毛抑制剤における生薬の配合量は、脱毛促進効果、経済性等の観点から、通常
乾燥固形分として０．０００１～５０重量％とすることが好ましく、０．００１～１０重
量％が特に好ましい。
【００１５】
本発明の発毛抑制剤には、製剤化に通常用いられる各種成分、例えば化粧料成分として一
般的に使用される油分、界面活性剤、精製水、アルコール類、キレート剤、pH調整剤、防
腐剤、増粘剤、乳化剤、乳化安定剤、色素類、香料等の他、紫外線吸収剤、美白剤、しわ
改善剤、保湿剤、皮脂分泌抑制剤、柔軟剤、角質保護剤、薬効剤、酸化防止剤、溶剤等の
成分を任意に組み合わせて配合し、化粧品、外用医薬品、医薬部外品として製剤化するこ
とができる。
【００１６】
また、本発明の発毛抑制剤には、角質溶解剤やチオグリコール酸又はその塩等の制毛・脱
毛作用を有する成分を適宜加えることができる。当該角質溶解剤としては、例えば乳酸、
ビオプラーゼ、サリチル酸、グリコール酸、クエン酸、リンゴ酸等が挙げられ、チオグリ
コール酸の塩としては、例えばナトリウム塩、カリウム塩、アンモニウム塩の他、モノエ
タノールアミン、ジエタノールアミン、トリエタノールアミン等のアルカノールアミン塩
が挙げられる。これらの角質溶解剤、チオグリコール酸又はその塩の配合量は、０．０１
～１０重量％、特に０．０５～５％が好ましい。
【００１７】
【実施例】
製造例１　生薬抽出物の調製
常法に従い、表１に示す各種抽出物１００mLを調製した。
【００１８】
【表１】

【００１９】
実施例１　マウスによる発毛抑制試験
生後６週齢のＣ３Ｈマウス１群５匹の背部毛を、電気バリカン及び電気シェーバーを用い
、皮膚を傷つけないように２×４cm2にわたり剃毛した。剃毛部位に試料を１日２回１０
０μＬずつ剃毛１週間前より３週間にわたり塗布した。被験物質は溶媒（５０％エタノー
ル）に溶解して表２に示す濃度に調製した。対称群には溶媒のみを塗布した。２週間後、
再生毛を観察するために、剃毛部分を一定倍率で撮影し、画像解析装置を用いて再生毛面
積比（再生毛面積／剃毛面積）を対象群と比較した。発毛抑制率は、対象群の再生毛面積
比を１００としたときの相対値（％）で示した。結果を表２に示す。
【００２０】
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【表２】

【００２１】
表２より、本発明の生薬は優れた発毛抑制効果を有することが示された。
【００２２】
【発明の効果】
本発明の発毛抑制剤を用いれば、体毛の発育を効果的に抑制し、体毛除去処理回数を低減
できる。また、体毛が細くなり特に足や腕の体毛除去が容易となる。
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